
可
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小
説
怨
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に
あ
ら
宇
。
如
斯
男
裁
の
鹿
児
至
り
て
は
、
合
世
の
上
手
を
い
ふ
ニ

ホ
ア
t

間
柄
の
小
山
到
の
如
き
も
の
陀
て
は
及
び
が
え
し
。
乍
然
我
野
力
陀
叶

が
た
き
刀
鈴
は
必
不
ν
可

vm。

一
、
官
悶
勢
阪
と
紡
津
廿
棋
の
仕
合

勝
負
の
術
は
‘
勇
を
収
め
て
安
K
猛
か
る
べ
か
ら
十
。
枕
市
却
の
者
は

必
勝
ち
、浮
認
の
者
は
必
負
く
べ
し
。
む
か
し
宮
岡
勢
説
、結
前
を
出

て
美
浪
花
行
け
る
に
、
共
頃
常
陸
図
脊
協
の
佐
人
総
涼
と
一
宮
刀
術
の

経
入
、
浪
州
に
あ
り
て
万
法
を
駁
へ

、
我
裂
に
誇
り
自
流
の
外
兵
法

な
し
と
都
し
.
勢
凱
が
来
る
を
間
て
仕
合
せ
ん
事
を
望
む
。
勢
源
開

て
、兵
法
は
凶
賊
を
討
べ
き
も
の
た
り
。
梅
津
と
来
製
方
罪
注
し、
叉

相
慌
て
勝
負
す
べ
き
に
あ
ら
宇
、
我
刀
術
も
亦
未
熟
な
り
、
不
ν
可
昌
相

比
-
と
云
。
織
品
仲
間
て
・
勢
源
越
前
に
在
て

口
を
き
く
と
も
‘
我
太
刀

先
に
ま
は
ら
ば
、品
川
ざ
ら
ん
邸
主
怖

τか
く
い
ふ
ら
ん
と
て
、間開閉山首

陀
及
ぶ
。
浪
州
太
守
醐州
市
時
議
縦
、
制
町
布
酬
が
寛
容
の
椛
陀
荷
携
し
、
古口

崎
伊
豆
・武
勝
淡
路
と
い
ふ
前
人
を
以
て
仕
合
を
笠
む
。
勢
源
酔
之
。

使
者
巴
民
三
度

K
及
ぶ
。
勢
初
今
は

T
F及
=是
非
-
と
て
命
に
随
ひ
.

武
藤
吉
崎
を
以
て
検
伎
と
し、

則
吉
崎
が
宅
陀
て

検
使
を
乞
ふ
。

勝
負
有
べ
し
と
定
む
。
梅
津
は
二
夜
三
日
身

E
清
め
信
心
を
致
す
。

-1:; 
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は
ん
o

我
紫
よ
り
不
仁
の
心
を
以
て
人
を
寄
せ
ん
柑
酬
を
思
は
宇
。
再

勢
源
に
も
新
戒
を
翻
む
る
人
あ
り
。
源
問
。
我
常
に
心
に
備
を
存
ナ
。

常
に
有
せ
ざ
る
信
を
事
に
臨
ん
で
求
む
る
と
も
、
何
の
一
刊
か
A
N
U
給

三
に
及
て
僻
せ
ん
も
武
の
本
立
医
非
歩
。
只
人
の
墜
に
際
じ
て
不
得

巴
也
と
て‘

既
に
共
自
民
主
れ
ば
、梅
津
は
数
十
人
の
弟
子
を
寧
ゐ
、

三
尺
六
寸
の
木
刀
を
袋
に
納
て
持
之
。
勢
源
は
手
づ
か
ら
-
尺
三
寸

の
木
刀
を
携
ふ
。
締
津
、検
使
へ
向
て
民
叙
を
以
て
勝
負
せ
ん
都
世
蹴

ふ
。
検
使
勢
制
酬
に
か
く
と
告
る
。
飯
田
。
相
手
は
兎
も
角
も
我
は
木

刀
を
用
ふ
べ
し
と
一
耳
に
よ
り
、
使
方
木
刀

K
究
り
ぬ
。
梅
津
は
大
太

刀
.
勢
同
叫
は
小
太
刀
な
る
医
、
梅
津
が
風
情
備
に
獅
子
奮
迅
の
勢
に

回
世
ら
十
。
源
は
陛
枠
制
の
新
民
一
鼠
を
見
た
る
如
く
、
援
を
か
け
て
勝

負
を
な
す
陀
、
梅
津
が
首
朱
K
成
て
胤
衣
紋
K
流
れ
か
t
A

る
。
総
泳

奮
て
源
を
打
つ
。
源
笑
て
梅
津
が
右
の
腕
を
強
〈
打
て
、
彼
が
木
刀

を
打
務
し
絡
で
折
之
。
時
吋
陀
綿
棒
腰
刀
を
抜
か
ん
と
す
れ
ど
も
川
は

宇
し
て
れ刊
号
。
勢
源
が
無
勢
、
備
に
破
竹
の
勢
な
り
し
と
。
予
が
先

銃
土
岐
何
某
.
北
ハ
組
父
土
岐
新
右
術
門
能
く
共
勝
負

E
見
た
り
し
と

諮
り
し
。

此
話
私
叡
術
の
阿
或
時
刷
中
候
。
梅
津
何
札
前
名
は
兵
庫
と
永
候
。
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